
 

 

 

 

 



 

 

 



 

発呼（呼び出し）と着呼（受信待ち受け）の許可設定ができます。サーバは着呼のみのこと

が多いので、発呼を禁止することによりセキュリティが向上します。デフォルトは発呼、着

呼とも許可となっています。 

 



 

  



 

 

  



 

  



 

 

  



５． 動作確認 

 

これまでは通信相手を指定するときに、IP アドレスまたはホスト名を使用しますが、この部

分を VNET ID に置き換えてください。 

 以下の場合を例にとります。 

通信相手の IP アドレス： 192.168.10.100 

 通信相手のホスト名： abc.def.acompany.co.jp 

 通信相手の VNET ID： aaa.vuser.ntm200.com 

 

Windows のファイル共有を行う際にエクスプローラーのファイル指定欄に入力する内容： 

これまでは \\192.168.10.100\file1 または、\\abc.def.acompany.co.jp\file1 

VNET 利用時においては \\aaa.vuser.ntm200.com\file1 

 

Web サーバを閲覧する際にブラウザの URL 欄に入力する内容： 

これまでは https://abc.def.acompany.co.jp:8080/index.php 

VNET 利用時においては https://aaa.vuser.ntm200.com: 8080/index.php 

 

 DNS クエリをトリガにして VNET 通信が始まるので、名前解決に DNS 以外の方法を使っている

アプリには対応できません。 

 

 


